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　　　　　2013年９月21日は、日本とベトナムが国交を樹立してから、ちょうど40周年目の日に当たります。
しかし、実は、日本とベトナムは、もっと古くからつながっているのをご存知でしょうか。
　独立運動の指導者であるファン・ボイ・チャウ（ Phan Boi Chau ）は、
日本滞在後に中国から革命運動を起こした英雄です。今から100年以上
も前に来日した彼は、「フランス支配に自由を諦めたベトナムの若者よ、
目を覚まし、日本で学ぶのだ」と若者たちを鼓舞し、彼の影響を受けた
100人以上もの若者が日本へ渡りました。これが後にベトナムの独立に
大きな影響を与えた「東遊（ドンズー）運動」です。
　国交樹立40周年を記念して、９月に『パートナー』というファン・ボ
イ・チャウと日本人医師の友情を描いたテレビドラマが日本で放送され
ます。このドラマを通して、ベトナムをさらに身近に感じられるのでは
ないでしょうか。
　　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）

防災教育モデル校のファン・サオ・ナム中
学校にあるファン・ボイ・チャウの銅像
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